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はじめに 

この度は「ラインズ eライブラリアドバンス」（以下、ｅライブラリアドバンスとす

る）をご利用いただきありがとうございます。 

本書では、弊社にてご用意いたしました「ｅライブラリアドバンス専用サーバー」

の設置とお取扱いについて解説しております。 

ｅライブラリアドバンスを有効にご活用いただけるよう、適切な運用と管理を行  

なってください。  
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 サーバーの設置作業でご不明な点がございましたら、弊社情報システムグループ

までお問合せください。 

  ラインズ株式会社 情報システムグループ 
   電 話： 03-6861-6004   

   ＦＡＸ： 03-6861-6006 

   メール： el-help@education.jp 

受付時間：平日（月～金）9:00～17:00 
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１．納品物の一覧 

ラインズｅライブラリアドバンス 校内型（または自治体イントラ型）をご利用いただくにあたり、次のような機

材、およびクライアントのセットアップに必要なＣＤ・マニュアル類をご用意させていただいております。 

 

サーバー本体 

ＵＰＳ(無停電電源装置) 

ＵＳＢキーボード 

電源ケーブル 

ＬＡＮケーブル 5m 

ＵＰＳ専用シリアルケーブル 

3pin→2pin変換コネクタ 

送付物一覧 

アカウント一覧表 

サーバ設置・管理マニュアル 

クライアントセットアップ 
マニュアル 

クライアントセットアップＣＤ 

※機器の外観および仕様は、

予告なく変更される場合が

ありますので、予めご了承

ください。 

 

お願い 
 

１．封筒の内容物は、一部重要な情報を含んでおりますので、 

  別送の専用パッケージ（右図）に全て入れ、大切に保管 

してください。 

２．機器・ケーブル類は、ｅライブラリアドバンスをご利用 

いただくためのものですので、大切にご使用ください。 

３．空き箱や緩衝材は捨てずに必ず保管してください。 

  ご契約終了後や、何かトラブルが発生した時のご返送時 

  に必要となります。 

ラインズｅライブラリ アドバンス 

専用パッケージ（別送） 

証明書セットアップ手順(3 枚) 
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２．サーバーを設置する 

２．１ 機器のサイズと各部名称 

■サーバー 
   サイズ： 高さ 約 360mm  幅 約 175mm  奥行 約 435mm 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ■ＵＰＳ 
サイズ： 高さ 155mm  横 86mm  奥行 323mm 

 
 
 
 
 
 
 

正面 背面

ＵＰＳ

ｅライブラリアドバンスのロゴ

電源ボタン

電源ランプ

スピーカーボタン

シリアルポート 

電源コンセント 

電源コンセント 

正面 背面

電源コンセント 

シリアルポート 

D-Sub15 ピン 
ＶＧＡポート 

ＬＡＮポート①

ＵＳＢポート×６ 

ｅライブラリアドバンス

ロゴ

電源ボタン

電源ランプ

ＵＳＢポート×２

DVD ドライブ 

診断ライト

ＬＡＮポート② 
(使用しません) 
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２．２ キーボード／シリアルケーブル／電源ケーブルを繋ぐ 

 
① ＵＳＢキーボードをサーバーの  背面にあるＵＳＢポート  に繋ぎます。 

※ＵＳＢポートは６つありますが、どこに繋いでも構いません。 

② ＵＰＳ専用シリアルケーブルをサーバとＵＰＳの  シリアルポート  に繋ぎ、外れることがない

ようにコネクタ両脇のネジで固定します。 
※シリアルケーブルは必ず付属のものをお使いください。 

③ 電源ケーブルをサーバとＵＰＳの  電源コンセント  に繋ぎます。 

※ＵＰＳ本体背面のコンセントはどちらでも使用できますが、空いたコンセントを他の用途で使用することは

絶対にしないでください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 

② 

② 

③ 

③ 
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２．３ ＬＡＮケーブルを繋ぐ 

サーバ本体のＬＡＮポート①とハブ(またはスイッチ)に付属のＬＡＮケーブルを 

繋ぎます。(LAN ポート②は使用できません。) 

コネクタの向きに注意してツメが「カチッ」と音がするまで差し込みます。 
 

ハブ（またはスイッチ）側に繋ぐ際には、下記の注意事項を確認してから行なってください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注意事項 
① サーバーに搭載しているネットワークインターフェースはオートネゴシエーション機能に対応してい

ます。そのため、接続先のハブやスイッチ側もこの機能に対応していないと、通信ができない場合

がありますので、ハブまたはスイッチに繋ぐ際には、ネットワーク管理者に確認してから作業を行な

ってください。 

② レイヤ３スイッチ（スイッチ）は、VLAN 機能を使うことで、ポート単位で論理的にネットワークを分割

することができます。そのため、この機能を利用して校内のネットワークを複数に分けているとき、ス

イッチ側で使うポートに設定されているネットワーク情報とサーバに設定されているネットワーク情

報が一致している必要があります。スイッチに繋ぐ際には、ネットワーク管理者に確認してから作業

を行なってください。 

ハブまたはスイッチ 

LAN ケーブル

LAN ポート①
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２．４ ＵＰＳの電源プラグをコンセントに差し込む 

ＵＰＳの電源プラグをコンセントに差し込みます。 

ＵＰＳの電源プラグは３pin 仕様ですので、差し込み先のコンセントが２pin 仕様の場合には、 

付属の３pin→２pin 変換コネクタを使ってコンセントに差し込みます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．５ 設置完成イメージ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ サーバーとＵＰＳは、吸気・排気を行なうため、周囲 1５cm 以上のスペースを 

確保して設置してください。 

 
 

3pin→2pin 
変換コネクタ

ＵＰＳの 
電源プラグ 

3pin     2pin 

コンセントの種類
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２．６ サーバーを起動する 

機器とケーブルの接続が終わりましたら、「３.１ 起動のしかた」の手順でサーバーを起

動します。 

 

２．７ プロキシサーバーを設定する 

プロキシサーバーを経由しているネットワーク環境でｅライブラリアドバンスサーバーを

インターネット接続するためには、サーバー管理者機能で「接続の設定」を行う必要があ

ります。（この設定を行うことにより、小規模プログラムのオンライン更新や学校家庭連携

サービスのオンライン利用が可能となります） 

 

① 付属のクライアントセットアップＣＤ・マニュアルを使い、先生または生徒用端末の

セットアップを行います。 

② Internet Explorer を起動し、付属のアカウント一覧表に記載されているサーバー管理

者用のアドレスにアクセスします。 

※詳しくは「５．１ サーバー管理者メニューを表示する」を参照してください 

③ アカウント一覧表に記載されているサーバー管理者用 ID・パスワードを使い、ログイ

ンします。 

④ サーバー管理者メニューが表示されたら「接続の設定」をクリックします。 

⑤ 下図のような画面が表示されたら、次の手順で設定を行います。 

→プロキシサーバーを使用するにチェックを入れます 

→HTTP，Secure にプロキシサーバーの  IP アドレスとポート番号  を入力します 

→接続テストをクリックし、「接続 OK」と表示されることを確認します 

→［設定］をクリックします 

 

⑥ Internet Explorer を終了し、設定を終了します。 
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３．サーバーの起動／再起動／電源ＯＦＦについて 

 
３．１ 起動のしかた 

① サーバーとＵＰＳの電源ランプが  消灯  していることを確認します。 

② ＵＰＳの前面にある電源ボタンを押し、ＵＰＳの電源を入れます。 

ＵＰＳが起動完了すると、自動的にサーバーの電源が入ります。 

サーバーの起動処理が完了するまでには、 約３分  かかります。 

③ DVD ドライブの  トレイが自動で開きます  開いたら起動完了です。 

※DVD ドライブのトレイは自動で閉じませんので必ず手動で閉めてください。 

 

 

３．２ 再起動のしかた 

① サーバーとＵＰＳの電源ランプが  点灯  していることを確認します。 

② キーボードの  Ctrl  +  Alt  +  Delete  を押します。 

③ シャットダウン処理が開始します。 

④ シャットダウンが終了すると、自動的にサーバーの電源が切れます。 

⑤ サーバーの電源ボタンを投入します。 

サーバーの起動処理が完了するまでには、 約３分  かかります。 

⑥ DVD ドライブの  トレイが自動で開きます  開いたら起動完了です。 

※DVD ドライブのトレイは自動で閉じませんので必ず手動で閉めてください。 
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３．３ 電源の切りかた 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．３．１ 電源の切りかた（キーボードを利用する方法） 

① サーバーとＵＰＳの電源ランプが  点灯  していることを確認します。 

② キーボードの  Ctrl  +  Alt  +  Delete  を押します。 

③ シャットダウン処理が開始します。 

④ シャットダウン終了後、自動的にサーバーの電源が切れます。 

⑤ ＵＰＳの電源ボタンを押して、ＵＰＳの電源を切ります。 

 

３．３．２ 電源の切りかた（停電を利用する方法） 

① サーバーとＵＰＳの電源ランプが  点灯  していることを確認します。 

② サーバーとＵＰＳを設置している施設内のコンセントから、 ＵＰＳの電源プラグ  

を抜きます。 

※ＵＰＳの電源ボタンを押したり、ＵＰＳとサーバーを接続している電源ケーブル

を抜いたりすることは絶対にしないでください。 

③  約１分後 、シャットダウン処理が始まります。 

④ シャットダウン終了後、自動的にサーバーの電源が切れます。  

⑤ ＵＰＳの電源ボタンを押して、ＵＰＳの電源を切ります。 

 

注意事項 
サーバーは精密機器ですので、授業ごとや日・週単位で電源を切ったりしますと故障の原因となります。

サーバーは一度電源を入れたら切らないでください。 
主な故障例：ハードディスクドライブの故障 

やむを得ずサーバーを移動させなければならないときのみ、正しい手順でサーバーの電源をお切りくだ

さい。電源まわりの誤った操作による故障によっては、ハードディスクドライブが損傷しユーザ情報等のデ

ータを復旧できない場合がございます。あらかじめご了承いただきますようお願いいたします。 

UPS(背面)  サーバー本体(背面)

この電源プラグ

を抜くこと！ 



 

11 

４．トラブルシューティング 

 「ディスクに故障が発生している可能性があります。」と表示された 

学校管理者・サーバー管理者のページにアクセスすると、赤文字で「※ディスクに故障が発生してい

る可能性があります。サーバー管理者に連絡してください。」というメッセージが表示されることがあります

（下図）。 
このメッセージは、ｅライブラリアドバンスのサーバーに搭載している２台のハードディスクのうち１台で

故障が発生している時に表示されます。 
 

学校管理者用ログインページ 

 
 
 

サーバー管理者用ログインページ 

 
このメッセージが表示されましたら、ハードディスクの交換が必要です。ｅライブラリアドバンスのご利用

を中止し、下記までご連絡ください。 

 

    《連絡先》 

      ラインズ株式会社 情報システムグループ 

       電 話： 03-6861-6004 

   ＦＡＸ： 03-6861-6006 

   メール： el-help@education.jp 

       受付時間：平日(月～金) 9:00 ～ 17:00 
 

ｅライブラリアドバンス専用サーバーは、ハードディスクを２台搭載して RAID1(ミラーリング)を構成して

います。ディスクに障害が発生しても継続的にもう１台のディスクを使用可能にし、ユーザデータの損失

を可能な限り防ぐための対策をしております。 
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５．サーバー管理者について 

ｅライブラリアドバンスでは、「サーバー管理者」というアカウントがあらかじめ登録されております。 
このアカウントでは、「サーバー管理者メニュー」と呼ばれる専用の機能を利用することができます。 

ここではサーバー管理者が利用できる機能について紹介します。 
 

５．１ サーバー管理者メニューを表示する 

① ＩＥ（Internet Explorer）を起動し、アカウント一覧表に記載されている 

 サーバー管理者用アドレス  にアクセスします。 

 

サーバー管理者用アドレス → https:// サーバーアドレス /svr_admin/ 

 

② 「サーバー管理者用ログイン画面」が表示されます。 

③ アカウント一覧表に記載されているサーバー管理者のＩＤとパスワードを入力し、[ログイン] をク

リックします。 

 
サーバー管理者用ログイン画面 

④ 「サーバー管理者メニュー画面」が表示されます。 

 
    サーバー管理者メニュー画面 
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５．２ 学校情報の参照 

 
サーバー管理者メニュー 

 
学校情報の参照 

学校の参照 
学校の参照 

  学校名・学校管理者ＩＤ／パスワードを表示、変更することができます。 

 
 
 

学校コンテンツの参照 
コンテンツ設定の参照  

    ご利用可能なコンテンツを確認することができます。 
    ご利用可能なコンテンツにはチェックマークが入っています。 
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５．３ サーバープログラムの更新 

 

サーバー管理者メニュー 

 

サーバープログラムの更新 

更新履歴の確認 

更新履歴の確認 

   サーバーに適用された更新プログラムの履歴を確認できます。 

 
 

自動更新の設定 

    自動更新の設定 （出荷時は 21:00～3:00 の間のいずれかで設定されています） 

インターネット経由でサーバープログラムを更新するにあたり、指定した時間帯で自動

的に更新する設定や、手動で更新を実行する機能があります。 
※ネットワーク環境によっては更新できない場合があります。 
自動更新処理の時間帯はあらかじめ出荷時に設定されております。初期設定の時間帯

で運用上特に問題がない場合には、時間帯を変更せずに初期設定のままで運用してく

ださい。もし、処理時間帯を変更される場合には、変更後の時間帯が 16 ページにありま

す「データベースメンテナンス」処理と重複しないように注意してください。設定の目安と

しましては「データベースメンテナンス」処理の前後１時間は避けてください。 

   
 

DVD-ROM から更新  
    DVD-ROM から更新 

インターネット経由では配布ができない大きなサイズのデータ(教材コンテンツ)を更新す

る際には、ＣＤまたはＤＶＤで更新データを配布しております。ここではそのＣＤまたはＤ

ＶＤを使ってサーバーのデータ更新作業を行ないます。 
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５．４ サーバーの設定 

 

サーバー管理者メニュー 

 

サーバーの設定 

接続の設定 

    接続の設定 

学校家庭連携サービスをご利用頂く場合、またインターネット経由で自動的に更新プロ

グラムの適用を行なう際に必要な設定です。ご利用のネットワーク環境がプロキシサー

バを経由してインターネットに接続している場合、ここでプロキシサーバのアドレスを設

定してください。※アドレスは IP アドレスを入力してください。 

 
 

ディスクの状態表示  

ディスクの状態表示 

サーバーに搭載しているハードディスクが正常に動作しているかどうかを表示します。

ディスクの状態として、正常のときは「正常」、異常のときは「故障が発生しています」と表

示されます。 

※本機能は、主にハードディスクで障害が発生したときに使います。 
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５．５ データベースメンテナンス 

 

サーバー管理者メニュー 

 

データベースメンテナンス 

データベース最適化の設定 

データベースの最適化設定 

データベースの最適化を行なう時間を設定します。 

（出荷時は ４時 に設定されています） 

 
 

 

データベースのバックアップ 

データベースのバックアップ設定 

データベースのバックアップを行なう時間や、バックアップ機能の有効／無効を設定し

ます。（出荷時は ５時 に設定されています） 

 
 

 

 

データベースメンテナンス処理の時間帯はあらかじめ出荷時に設定されております。 

初期設定の時間帯で運用上特に問題がない場合には、時間帯を変更せずに初期設定のままで運

用してください。 

もし、処理時間帯を変更される場合には、変更後の時間帯が 14 ページの「自動更新」処理と重複

しないように注意してください。 

設定の目安としましては「自動更新」処理の前後１時間は避けてください。 

注）「最適化」と「バックアップ」の設定時間は「同じ時間」に設定してください。 
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